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令和元年度事業報告書 
 

１．公益事業（一般会計） 

Ⅰ．全国科学博物館活動支援事業  

事業細目 内   容 

1.全国科学博物館調査

研究等助成事業 

(1) 全国の科学博物館における調査・研究・教育普及活動等博物館の活性化

に資する内容に対して直接助成を行った。 

助成件数 1５件、小規模機関対象事業１１件 

(2)「国際博物館の日」記念事業等に対して助成を行った。 

①「国際博物館の日」 

・５月１８日に実施された事業に対し、案内パンフレット制作 

に助成した。 

②「教員のための博物館の日」(７月２３日～２６日) 

・ショップ商品特別割引（１０％）を行った。 

(3) 国立科学博物館所蔵のテーマに沿ったパネル等を活用し、地域博物館

等において巡回展を実施した。 

  ノーベル賞を受賞した日本の科学者 

施 設 名 期 間 入場者 

山口大学 元. 6.16 400人 

宇部市立図書館 元.6.22～ 元.6.30 
200人 

おのだサンパーク 元.7.5～ 元.7.15 

日本の生物多様性とその保全 

施 設 名 期 間 入場者 

佐賀県立博物館・美術館 元.8.8～ 元.8.28 6,033人 

南相馬市博物館 元.11.30～ 2.3.1 1,029人 

ダーウィンを驚かせた鳥たち 

施 設 名 期 間 入場者 

佐賀県立博物館・美術館 

(生物多様性と同時開催) 
元.8.8～ 元.8.28 6,033人 

 琉球の植物 

施 設 名 期 間 入場者 

高崎市少年科学館 元.6.1～元.6.30 7,610人 

福島県環境創造センター 元.12.17～2.1.13 2,986人 

(4) 博物館と教育機関や地域との連携による諸活動について、まとめられ 

  た「協働する博物館」を全国の図書館、科学系博物館に配布した。 
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事業細目 内   容 

 

 

 

(5) 国際博物館会議京都大会に対して助成を行った。  

       9月2日～9月6日にかけて行われた国際博物館会議京都大会、国際委員会CIMUSET(科学技術

の博物館とコレクション)及び NATHIST(自然史の博物館・コレクション)において行われた

セッション及びオフサイトミーティングにおいて活動を円滑に進めるための通訳・参加者

移動費等を助成した。 

2. 全国科学博物館協議

会との共同主催事業 

(1) 海外科学系博物館視察研修に対して助成を行った。 

参加者１３名 

実施日時：令和２年１月１３日(月)～１月２３日(木) (１１日間) 

公式訪問：オーストラリアの以下施設 

➀ メルボルン博物館      （メルボルン） 

② サイエンスワークス     （メルボルン） 

③ 国立科学センター      （キャンベラ） 

④ パワーハウス         （シドニー） 

 

メルボルン博物館 

 

(2) 第２７回研究発表大会に対して助成を行った。 

開催日：令和２年２月１４日(金) 

会 場：オーテピア・高知みらい科学館 

テーマ：博物館の社会的役割を考える～持続可能性の観点から～ 

     参加者数： １３０名 (７０館) 

 

 

Ⅱ．科学情報の開発・普及事業   

事業細目 内   容 

自然科学情報普及事業 全国の科学系博物館、大学・高専図書館、都道府県立中央図書館、国立研究 

機関等へ自然科学情報誌「ミルシル」（国立科学博物館発行）を配布した。 

年６回、各１,４００部 (年８,４００部) 
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博物館調査研究事業 

期 間：令和元年８月２１日～２５日 

調査先：九州国立博物館、福岡県立美術館、福岡市博物館、福岡市美術館、 

福岡市科学館 

調査者：R－plant 代表 牧 野 奈 緒 

 

 

２． 収益事業(特別会計) 

（１）一般事業の実施 

事業細目 内   容 

１． 国立科学博物館に関する

書籍の出版・販売 

 

(1)国立科学博物館発行「milsil（ミルシル）」の販売を行った。 

(2)地球館ガイドブック、日本館コンセプトブック等の販売を行った。 

(3)絵葉書、その他刊行物の販売を行った。 

 

２． ミュージアムショップに

おける教育標本等販売 

(1)展示品をモチーフにしたマスキングテープ等、オリジナルグッズの販売を 

行った。 

(2)委託商品の販売を行った。 

(3)Web通信販売を行った。 

 

 

（２）その他 

事業細目 内   容 

両替機の設置 

 

両替機を設置し、来館者への便宜を図った。 

 

 


